
二
月
五
日
（
日
）
今
年
も
「
大
阪
帰

国
者
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

府
連
役
員
の
平
松
さ
ん
、
坂
手
さ
ん
の

最
強
コ
ン
ビ
に
よ
る
司
会
で
進
め
ら
れ
、

出
演
者
か
ら
は
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
や
漢

詩
の
朗
読
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
、
お
楽
し
み
会
で
は
伝
言
ゲ
ー

ム
の
珍
解
答
に
爆
笑
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

「
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
『
広
場
舞
』
や
『
ヤ
ン
コ
踊

り
』
で
は
思
わ
ず
一
緒
に
踊
り
だ
す
ほ

ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

料
理
は
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
料
理
長
を
務
め
る
候
さ
ん
に
よ
る
二

種
類
の
餃
子
（
白
菜
餃
子
、
ニ
ラ
餃
子
）

発
糯
の
ほ
か
八
種
類
、
職
員
の
み
な
さ

ん
が
朝
八
時
か
ら
準
備
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
街
の
中
華
料
理
屋
さ
ん
で

は
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
東
北
地

方
の
本
格
的
家
庭
料
理
に
参
加
者
か
ら

「
初
め
て
食
べ
た
け
ど
、
お
い
し
か
っ

た
。
」
「
に
ら
み
鯛
が
年
年
有
余
の
魚

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」
な
ど
好
評
を

得
ま
し
た
。

去
年
十
二
月
「
南
京
の
記
憶
を
今
に

つ
な
ぐ
」
で
講
演
さ
れ
た
市
川
明
阪
大

名
誉
教
授
や
日
中
友
好
新
聞
「
漢
詩
の

散
歩
道
」
を
長
年
担
当
さ
れ
た
一
海
知

義
先
生
の
従
兄
弟
さ
ん
ご
夫
婦
が
参
加

さ
れ
、
楽
し
い
交
流
の
時
間
を
と
も
に

し
ま
し
た
。
な
お
会
場
で
小
林
副
会
長

の
入
会
の
訴
え
に
呼
応
し
二
名
が
入
会

さ
れ
ま
し
た
。

春
節
祭
ｉ
ｎ
天
王
寺

一
月
二
七
日
（
金
）
除
夕
、
二
八
日

（
土
）
元
旦
、
二
九
日
（
日
）
初
二
、

春
節
祭
ｉ
ｎ
天
王
寺
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
に
い
る
中
国
人
、
春
節
休
暇

で
訪
日
中
の
中
国
人
の
ほ
か
大
勢
の
帰

国
者
の
方
も
参
加
し
、
三
日
間
で
十
二

万
五
千
人
が
詰
め
か
け
た
そ
う
で
す
。

芝
生
広
場
西
側
に
舞
台
、
の
両
サ
イ

ド
に
テ
ン
ト
の
列
。
「
こ
ん
な
に
人
が

集
ま
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
！
」
ジ
ョ

ギ
ン
グ
姿
の
夫
婦
連
れ
が
話
し
て
い
ま

し
た
。
三
～
四
店
あ
っ
た
餃
子
の
模
擬

店
は
ど
こ
も
長
蛇
の
列
。
「
五
千
個
用

意
し
た
け
ど
、
間
尺
に
合
わ
ず
大
急
ぎ

で
追
加
、
そ
れ
で
も
早
い
時
間
に
売
り

切
れ
た
。
」
そ
う
で
す
。

「
大
阪
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
と
偶
然
バ
ッ
タ

リ
。
楽
し
い
広
場
舞
を
拝
見
し
ま
し
た
。

続
い
て
広
場
で
の
ヤ
ン
コ
踊
り
で
の
底

抜
け
の
明
る
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

聞
こ
え
て
く
る
言
葉
は
圧
倒
的
に
中
国

語
、
帰
り
に
寄
っ
た
近
鉄
デ
パ
ー
ト
も

同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
来
年
、
再

来
年
と
中
華
街
の
春
節
祭
を
し
の
ぐ
催

し
に
な
る
予
感
が
し
ま
す
。
（
石
井
）

年
末
募
金
に
は
二
団
体
と
三
八
名
か
ら

十
二
万
円
。
新
年
祝
賀
広
告
に
は
二
〇

団
体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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春
節
の
つ
ど
い
交
流
会

東
北
地
方
の
本
格
的
家
庭
料
理
に
舌
鼓

府連通信

一
月
九
日
守
口
市
民
体
育
館
で
新

春
初
け
い
こ
を
、
十
一
教
室
か
ら
九

二
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
大
阪

府
連
松
尾
豊
理
事
長
の
ご
挨
拶
で
開

講
、
午
前
中
は
、
２
４
式
太
極
拳
の

ウ
ル
ト
ラ
初
級
編
と
分
解
教
学
編
の

ク
ラ
ス
、
４
８
式
太
極
拳
の
入
門
編

と
既
修
者
ク
ラ
ス
の
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
練
習
で
す
。
午
後

は
練
習
の
続
き
と
ま
と
め
、
さ
ら
に

成
果
発
表
を
兼
ね
た
通
し
け
い
こ
を

行
い
ま
し
た
。
一
段
８
式
太
極
拳
、

１
６
式
太
極
拳
、
２
４
式
太
極
拳
、

陳
式
３
６
式
太
極
拳
、
簡
化
太
極
拳

扇
、
４
８
式
太
極
拳
、
８
８
式
太
極

拳
な
ど
を
通
し
て
行
い
、
恒
例
の
お

年
玉
抽
選
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
（
内
藤
正
博
）

一
月
十
五
日
大
阪
府
連

太
極
拳
初
稽
古
が
北
ス
ポ
ー

ツ
で
五
十
名
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
２
４

式
・
４
８
式
・
棍
を
練
習

し
、
全
員
で
風
華
２
４
式

太
極
拳
を
小
部
さ
ん
の
サ
ッ

ク
ス
演
奏
に
あ
わ
せ
て
表

演
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
な
ん
ば
の
中

華
料
理
店
に
会
場
を
移
し
、
新
年
会

を
開
き
ま
し
た
。
安
く
て
美
味
し
い

料
理
を
堪
能
し
、
小
部
さ
ん
の
サ
ッ

ク
ス
演
奏
や
、
カ
ラ
オ
ケ
に
あ
わ
せ

た
歌
が
続
き
、
楽
し
く
新
年
会
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

初
稽
古
参
加
者
Ａ
子
さ
ん
か
ら

「
他
の
教
室
の
人
た
ち
と
交
流
出
来

て
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
、
自
分
の

練
習
不
足
も
感
じ
ま
し
た
。
今
年
こ

そ
は
持
続
し
て
じ
っ
く
り
太
極
拳
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
具

屋
筋
見
学
も
よ
ｘ
か
っ
た
し
、
新
年

会
の
料
理
１
３
０
０
円
と
は
思
え
な

い
く
ら
い
沢
山
あ
っ
て
お
い
し
か
っ

た

」

と

の
感

想
で
す
。

太
極
拳
新
春
初
稽
古

交
流

を
深
め
る

守口体育館

北スポーツ

年
末
募
金
と
新
年
号
祝
賀
広
告
の
お
礼

副理事長挨拶

広場舞

サックス演奏
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西
支
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
二

月
一
日
、
十
一
名
の
参
加
で
四
レ
ー

ン
に
分
か
れ
て
二
ゲ
ー
ム
行
い
、

「
一
年
ぶ
り
や
」
「
数
年
ぶ
り
や
」

「
昔
は
ア
ベ
レ
ー
ジ
２
０
０
や
」

と
言
い
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク

も
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
が
、
ガ
ー

タ
ー
も
多
く
ア
ベ
レ
ー
ジ
は
３
０

０
か
ら
２
０
０
ぐ
ら
い
の
成
績
で

し
た
。
懇
親
会
で
ゲ
ー
ム
を
振
り

返
っ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

当
日
の
役
員
会
で
は
中
国
百
科

検
定
試
験

に
、
役
員

み
ん
な
で

受
験
を
勧

め
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。

西
支
部
定
例
行
事

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

一
月
二
〇
日
、
市
内
の
飲
食
店

「
漁
り
火
」
（
協
会
特
別
会
員
）
で

新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
中

国
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
の
伴
侶
の
中

国
人
、
陳
亜
楠
さ
ん
も
参
加
さ
れ
十

三
人
の
参
加
で
賑
や
か
な
新
年
会
に

な
り
ま
し
た
。
陳
さ
ん
は
昨
年
の
支

部
の
「
日
中
交
流
茶
話
会
」
の
通
訳

を
し
て
下
さ
っ
た
人
で
す
。

栗
山
支
部
長
か
ら
新
年
の

挨
拶
、
つ
づ
い
て
東
大
阪
市

の
明
る
い
会
代
表
委
員
の
浜

正
幸
さ
ん
、
共
産
党
衆
院
十

三
区
予
定
候
補
者
の
長
岡
さ

ん
か
ら
も
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

副
支
部
長
の
北
郷

さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
。

参
加
者
全
員
が
中
国

と
の
つ
な
が
り
や
、

一
年
の
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
当
面
の
府

連
の
行
事
や
会
議
日

程
な
ど
も
報
告
し
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
散
会
し
ま
し
た
。

（
熊
原
）

新
年
の
抱
負
を
語
る
東
大
阪
支
部

一
月
二
九
日
（
日
）
午
後
、
複
数

の
一
級
挑
戦
者
と
各
級
受
験
予
定
者

な
ど
二
〇
名
が
、
中
国
百
科
検
定
対

策
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

講
師
は
大
西
広
慶
應
大
教
授
（
地

理
・
民
族
・
宗
教
（
＋
歴
史
）
）
と

井
手
啓
二
長
崎
大
名
誉
教
授
（
経
済
）

と
ベ
ス
ト
の
陣
容
で
す
。
大
西
先
生

は
ス
ラ
イ
ド
に
映
さ
れ
る
大
地
図
、

民
族
地
図
、
歴
史
地
図
を
も
と
に
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
漢

族
地
域
と
周
囲
の
少
数
民
族
地
域
の

分
布
図
に
あ
る
漢
族
集
住
地
域
は
、

歴
史
上
の
中
華
王
朝
図
と
ほ
ぼ
重
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
説
明
に
参
加
者
は

納
得
し
て
い
ま
し
た
。

井
手
先
生
は
人
民
共
和
国
経
済
を

計
画
期
、
改
革
開
放
期
と
い

う
大
区
分
で
と
ら
え
、
改
革

開
放
の
三
つ
の
時
期
の
特
徴

を
つ
か
み
、
改
革
の
全
面
的

深
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る

こ
と
を
強
調
。
「
問
題
・
解

答
集
」
掲
載
の
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
そ
っ
て
理
解
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
テ
キ
ス
ト
不

明
点
、
誤
記
の
指
摘
が
あ
り
、

大
西
先
生
は
熱
心
さ
に
感
嘆

す
る
と
と
も
に
調
査
・
訂
正

を

約

束

し

ま

し

た

。

＊

（
後
記
）
自
信
を
深
め
た
対
策
講
座

受
講
生
か
ら
、
新
た
に
三
名
が
受
験

を
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。

「
中
日
友
好
協
会
」
か
ら
は
、
学

生
の
最
優
秀
者
に
賞
状
が
、
「
中
国

国
家
観
光
局
」
か
ら
は
そ
の
他
最
優

秀
者
の
中
か
ら
二
ペ
ア
（
四
名
）
に

中
国
ツ
ア
ー
招
待
が
決
定
、
と
の
本

部
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
、
参
加
者
か

ら
ド
ッ
と
歓
声
。
受
験
〆
切
は
二
月

二
十
日
で
す
。

現
在
全
国
２
０
０
名
、
大
阪
２
０

名
で
す
。
受
験
者
の
幅
を
広
げ
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
で
、
全
会
員
・
読
者
、

中
国
語
教
室
、
太
極
拳
参
加
者
が
協

力
し
合
い
、
大
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊

翌
三
〇
日
、
大
西
先
生
か
ら
回

答
が
あ
り
、
井
上
さ

ま
の
誤
記
指
摘
「
隋

に
よ
る
中
国
再
統
一

の
年
号
」
に
つ
い
て

「
校
正
ミ
ス
に
よ
り
、

テ
キ
ス
ト
１
８
２
頁

の
『
５
８
１
年
』
は

誤
り
で
、
テ
キ
ス
ト

３

６

７

頁

の

年

表

『
５
８
９
年
』
が
正

し
い
。
」
と
の
こ
と
、

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
訂
正
を
告
知
し
ま

す
。

(

山
本)

百
科
検
定
講
座
２
０
名
が
熱
心
に
学
ぶ

新
た
に
三
名
が
受
験
を
申
込

第
一
回
理
事
会
は
一
月
二
二
日
、

大
阪
市
内
で
二
一
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
武
会
長
の
挨

拶
、
松
尾
豊
理
事
長
の
議
案
提
案
、

近
藤
好
幸
事
務
局
次
長
の
会
計
報
告

の
後
、
質
疑
討
論
を
行
い
十
五
名
が

発
言
し
ま
し
た
。

情
勢
討
議
で
は
「
ト
ラ
ン
プ
現
象

に
つ
い
て
実
体
経
済
は
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
き
て
、
資
本
主

義
の
運
命
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
て
い
る
。
経
済
の
立

て
直
し
は
難
し
い
。
『
中

成
長
を
め
ざ
す
中
国
は
２

０
３
３
年
に
ゼ
ロ
成
長
・

先
進
国
化
す
る
。
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
八
千
＄
七

六
位
か
ら
３
３
年
に
は
二

倍
化
し
四
〇
か
ら
五
〇
位

と
な
る
』
（
大
西
広
・
季

論
２
１
）
『
歴
史
の
中
で

最
低
の
利
子
率
十
七
世
紀

ジ
ェ
ノ
バ
で1

.
1
2
5

％
を
四
百
年
ぶ

り
に
日
本
が0

.
3
1
5

％
下
が
り
資
本

主
義
の
あ
が
き
が
見
ら
れ
る
』
（
水

野
和
夫
）
『
２
０
４
９
年
に
中
国
の

独
裁
体
制
が
崩
れ
る
』
（
丹
羽
宇
一

郎
著
・
中
国
の
大
問
題
第
二
弾
・
習

近
平
は
い
っ
た
い
何
を
考
え
て
い
る

の
か
）
」
な
ど
山
本
恒
人
副
会
長
か

ら
最
近
の
論
調
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
パ
ホ
テ
ル
客
室
南
京

事
件
否
定
本
」
「
日
本
会

議
１
０
０
０
万
署
名
と
各

神
社
の
取
り
組
み
」
「
四

月
に
豊
中
に
瑞
穂
の
国
小

学
校
設
立
」
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
「
友

好
協
会
は
何
を
す
る
と
こ

ろ
か
？
を
端
的
に
説
明
し

協
会
の
良
さ
を
広
げ
て
ゆ

き
た
い
、
漢
詩
講
座
に
も

期
待
し
て
い
る
」
と
質
問

や
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
進
国
化
す
る
中
国
経
済

理
事
会
で
論
議


